
[三訂版オリジ・スタンⅢ受基本問題ヨ

次の式を満たす点 P(2)の軌跡を求めよ。
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L訓版オリジ・スタンⅡI受 基本問題d
z′ +72+α 2+1≦ 0を満たす複素数 zが存在するような複素数αの範囲を図示せよ。
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受 問題A15]

複素数平面上の点町ぅが,原点を中心とする半径3の円の周上を動くとき,″ =ギ で表される点Qυ )はど

のような図形を描くか。
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受問題A16]

12+3-vTJ=V72+2-vτ Jを満たす点zの軌跡を求めよ。

点zが,(1)で求めた図形上を動くとき,2の絶対値IJの値の範囲と2の偏角θの範囲をそれぞれ求めよ。ただし,

0≦θ<2π とする。 ●οοl 島根大
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〔三訂版オリジ・スタンⅢ受問題A17]

複素数平面上を動く点 2を考える。

1 等式 z-11=12+11を 満たす点 2の全体は虚軸であることを示せ。

点 zが原点を除いた虚軸上を動くとき,″ =2+1が 描く図形は直線から1点を除いたものとなる。この図形

け。

αを正の実数とする。点 2が虚軸上を動くとき,″ ==喜芸 が描く図形は円から1点を除いたものとなる。こ

の中心と半径を求めよ。                    r2o` 装表0
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受例題劇

′>1のとき,2次方程式α″2_2″ +α =0の 2つの解を表す複素数平面上の点をA,B

-2α″+1=0の 2つの解を表す複素数平面上の点をQDと する。 このとき,4点 A,

あることを証明せよ。

とし, 2次方程式
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L訂版オリジ・スタンⅢ受問題B18]

αを絶対値が1の複素数とし,等式 2=α 22を満たす複素数 2の表す複素数平面上の図形をSとする。ただし,2

は2と共役な複素数を表す。

2=α写 が成り立つことと,こ が実数であることは同値であることを証明せよ。また, このことを用いて,図形
α

Sは原点を通る直線であることを示せ。

1 複素数平面上の点Pω)を直線Sに関して対称移動した点をQωうとする。このとき,″′を″とαを用いて表せ
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[三訓板オリジ・スタンⅢ受問題B19]

複素数平面上の原点以外の点 zに対して,″ =二 とする。
Z

)α を0でない複素数とし,点 αと原点0を結ぶ線分の垂直二等分線をLと する
`点
2が直線L上を動くとき,点

″の軌跡は円から1点を除いたものになる。この円の中心と半径を求めよ。

1の 3乗根のうち,虚部が正であるものをβとする。点βと点β
2を結ぶ線分上を点zが動くときの点″の軌跡を

求め,複素数平面上に図示せよ。 C″11  東京ヽ )
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